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セイヨウノダイコン1品種の種子発芽についての小実験
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秋Ill！I.産のy化植物については，緬膝31の＃&xがあ

る。ヘ1噸･は,1983年6il,本県米rUMSのセイョウノダ

イコン緬似MMを秋m市近郊で採雌Lたので,化仙物

の椛威災IlliA;正博士の御代定を、､たたいたところ，セ

ィョゥノダイコンRap加凡usrap伽mstrumL.の一Itil

である二とを確I認した。イミ純は，久|ﾉ13によって神奈

IllﾘIからはじめて報じら‘れて以来，本邦の各地から1氾

依されている。当地への侵入要Iﾉ4はlﾘlらかでないか．

道蹄新‘没に伴うのりllli緑化のための外米靴j'･に1も人し

てL､た"1能性が考えられる。本MMの鋲散な群熔の広が

りは、ノト.活型や樋r･の'l-î lil:と発芽ﾉﾉの特11；による・

ifriもあると考え，ここで純r発ifにつし､てのf附的な

'｣､ﾘﾐ1験を試ゑた。その結果，若「の知兇を『!｝たので縦

ｲ!『する。

群′k地H1)は，秋Ill港からソ)ﾘillにI"]かうバイ

パスの人1-1で，約700mにわたってお0(.秋Ill港K),7

キグミ・ハマゴウ・アレチーマヅヨイグサ・ハーマヒルガ

オ・ウンランなどと混ﾉ|:鮮淵をつくっている。ほかに

尺王町の出戸浜駅から海岸へ通［るm路沿い約500m

間があり（出I'浜K,ヨモキ・アレチー､'ツヨイグサ・

・ンナタレススメカヤ．′､-忽'エンドウなどと泥ﾉIll,s

熔は，水illや畑地に接してL,る。

おおよそl株から7()()()粒の樋fが't産さオ【る。

種子の発芽実験

′尤熟日数・光．uⅢ股・土蘭など，極f発芽にかかわ

る|ﾉ1外の要|ﾉjが考えらj1るが，今kr-d附的な;だ験と

して，採取してから発芽までの11数と光条件について，
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セイヨウノダイコンの生活型

裟はIl'I立l,aさ70～80cm、ときに1111を越え.,i

く分岐Lた枝は枇に広がり，多敢の蝿'|仏化をつげる

im2,。階だの形j戊川lには、技のﾉI酬jからつぎつぎと

析芽をIllL,枝に成長u化をつけ-るので，附化Ⅲlは

｣をく、初夏からⅡﾘt秋にいたる。雌がロゼット状に砿{)，

越冬するものもある。成熟株の､ド均贈ﾉﾐ数は102611.

頭部のくびれた，長さ8～ISm・fel.O～1.8mmの長f<l

S:(1*13Hi,1眼中にl～i:-;粒の砿iをつけるm4．

値fは'1，さく,1.0～1.;.)inm,1且あた')2163粒を数え，
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図2秋田港|x:に群生するセイヨウノダイコン1983年6月2011撮影）
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セィョゥノダイコン’''111，砿の種r発芽についての'1､iﾐ験
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図5柵極後の||数と発芽率

表2光条件と発芽率表1採取後の日数と発一芽率

､ド均烈拙室淵

27．8℃

25．3

18．4

採取後の日数

1日(％）

22（努）

55（蝿）

試職榔子数発芽率

500粒820%

20096．5

2009a0

Iﾘl所の発芽率 暗所の発芽率

92．0％

96．5

播種月日

9月711

10)11011

試験靴｣霞･数

各20()粒 96.5％

2()0 99.0

芽率よりわずかに低いin'lを示したが,l*J者に有意差は

なく，また，採取後551~|の,試料にも見るべき差異はな

かった(炎2）。

盾T:の検！汁を試みた。

‘だ験の手法は，農林水産有腿企l鳶|妾)凧>櫛街課4)の常

法により，ベトリ|Ⅲに水を浸したろ紙を披き，それそ

MOO粒の種子をまいた。1983年8月1611に採喋Lた1

株を実1験室|ﾉ1に保作し，採柴II翌日の17HIと2211後の

9月7日および5511後の1(1月1(1日に，そｵlぞれ果実か

ら極rを取)H1してﾘﾐ験した。供試した種子数は,1

I'llIが50(1粒，2．31lilllが各100粒である。

純了･の熱度と発芽との'11間を知るFがかりにするた

め試みた結果は，採取日翌IIの種fの発芽率は低く，

'-1数の経過とともに発芽を続け,1311IIに82.0%に逆

した。次L､で，2211後の種fは，初|｜の発牙率は著し

く低いが，2日'1から急に上昇し,4nnから96.5%

と安定した。同様に5511後の徹子は,3HIIで98.0%,

5anには最高発茅率99.0%を示した(炎1．図5)。

明蹄の対照は，アルミ箔でヘトリ1111.を包んだものを

川い,221:1後．55日後の随f各400粒を2分しで災1縦

した。22日後の種rをHi↑所で試した結果,mﾘ『での光

セイヨウノダイコンの本県における分布の様子は，

秋Ill11)近郊の二カ所以外リ|らかでないので，今後の調

査にまちたいが，このまま定ｲ奇して分布域を拡大する

かをii癒して観察し続けたい。v;-瀬ほか2)によるy化

仙物の定着咲に対比すれば，，y化度Ⅱにl!l当するので

一応，秋lilt',噺来のy化lil'l物として記枚したい。

純j'･の発芽‘だ験から,fiifはかなり早期に発芽力を

もち，水分や&,{嘆条件が適当であｵlば商い発弊率を示

している。N際種子倹介規定4)の実例によれば，枇培

種ダイコンの発芽過(m.範州が20～30℃であるのに比鮫

して，突験旧llil]中の篭ifnl.18～28℃がセイヨウノダイコ

ンの靴1"発牙の温度範I'llとすれば，かな0広いj曲応性

が考えられる。さらに，採取l｣翌日・2211後．5511後

の光舛率を比較したとき,11数維過とともに，徐々に
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商い仙を示しているか，二れを成熟極fの体IIS川と考

えるべきか，後熟期と考えるべきかiﾘlらかではない。

協傍の雑植植生といえども，在米徹と発生の地域を

災にする外来の柚物が入り込むことは,m有のフロラ

を変質させるし，望ましいIf態ではない。催人の要|ﾉj

をさぐりながら，二れ以上の拡倣があるか調街検n､Iし

た、、ものである。

なお，起稿にあたり，標本査定に御指導を賜った長

Ⅱl武正博士に，心から感謝の患を炎する。
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